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2013年8月21日 

各位 

すみだ水族館 

 

 

 

 

 

 

すみだ水族館(所在地：東京都墨田区、館長：田海 雅彦）は、2013年8月24日(土)から9月1日(日)

の期間中、「夜のスズムシ すみだ虫聴き」を開催しますのでお知らせします。 

江戸時代には初秋を感じる文化として、スズム

シ、松虫、クツワムシ、コオロギなど虫の「鳴き

声」を楽しむ「虫聴き」が流行していました。階

級が高い武士だけでなく、庶民も、夕暮れ時に上

野の不忍池などに出掛けては、虫の音を求めて耳

をそばだてていました。 

『すみだ水族館』では、毎日 18 時 30 分以降、

ペンギンプールや小笠原の海を再現した東京大

水槽など、照明の明かりが落ち、館内が青い光に

包まれる「Blue Night Aquarium」を開催していま

す。アカマツカサなどの夜行性の魚が動き出し、ペンギンが寝る準備を始める館内で、期間中はスズムシ

の鳴き声が聞こえてきます。館内の4ヵ所に、スズムシを入れたアクリルボックスを設置し、期間中は来

場されたお客さまにLEDランタンの貸し出しを行います。館内7ヵ所にはスズムシの生態が書かれたミラ

ーボックスを設置し、ランタンをボックスの中に入れると、スズムシからのメッセージが浮かび上がりま

す。現在、『すみだ水族館』では江戸時代の浮世絵師「葛飾北斎」が描いたいきものを、北斎の作品とと

もに展示しています。北斎は代表作「北斎漫画」でスズムシと思われるいきものを描いており、北斎自身

も「虫聴き」をして秋の訪れを感じていたのかもしれません。 

残暑が残る東京で、都会の喧騒を忘れて秋の訪れを感じ、北斎が生きていた時代に思いをはせてみては

いかがでしょうか。                                     

                                       以上 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

         江戸時代から続く「粋」な初秋の風物詩 

  『夜のスズムシ すみだ虫聴き』を開催 
      都会の喧騒を忘れる、風流な虫聴きで秋の訪れを感じる 

＜本件に関するお問い合わせ先＞ 

すみだ水族館 広報室/村木・久我 

                 ■TEL：03-5619-1284                      

                 ■MAIL：press-sumida@orix-aqua.co.jp 

期間中の館内のイメージ 

スズムシ ミラーボックスのイメージ 
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＜『夜のスズムシ すみだ虫聴き』概要＞ 

日 程： 2013年8月24日(土)～9月1日(日)  

時 間： 18時30分～21時(最終入場20時） 

場 所： すみだ水族館内 各所 

内 容： ① スズムシの展示  

     ② LEDランタンの貸し出し 

     ③ スズムシからのメッセージボックスの設置 

     ④ 期間限定カクテルの販売 

 

スズムシ(英名：Bell cricket /学名：meloimorpha japonica ）   

分 布：東北南部～九州（北海道は移入個体） 

寿 命：4ヶ月程度【幼虫期：2ヶ月(6～8月）、成虫期：2ヶ月（8～10月）】 

卵の期間：8～10ヶ月弱 

特 徴：腹部の両脇に並んだ穴(気門)で呼吸し、前足に音を感じる「耳」がある。 

    後ろあしが長く、跳ねるのに使う。 

    成虫には羽があるが、羽化後、後ろ羽が抜けるため飛ぶことができなくなる。 

食 性：雑食性で植物や虫の死骸などを食べる 

鳴き声：オスが求愛のために前羽の発音器をこすり合わせて「鳴く」※メスは鳴かない 

産 卵：ひと腹で100前後の卵を、土の中に産み付ける。 
 

期間限定カクテルの概要 

商品名   ： 夜のスズムシ 和カクテル 

価  格   ： 600 円(税込み) 

販売期間 ： 2013 年 8 月 24 日(土)～9 月1 日(日) 各日18 時30 分～21 時 

内  容   ： 夜をイメージした紺色に、スズムシが羽を広げたときの 

       ハート型をイメージした形の柑橘系寒天を浮かべた 

        焼酎ベースのカクテルです。 

販売場所 : ペンギンカフェ  

 

 

＜「Blue Night Aquarium」概要＞ 

 毎日18時から実施している、普段なかなか見られない、 

いきものの夜の生態を観察することができるイベント。 

日中よりも暗くなった東京大水槽で、夜行性のいきものが 

餌を求めて動き出す姿など、いきものたちの夜の生態を 

ご覧いただくことができます。 

 

 

 

 

 

夜行性のアカマツカサ 

スズムシナイトカクテル 
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施設名称 すみだ水族館 

英名 SUMIDA AQUARIUM 

運営会社 オリックス不動産株式会社（本社：東京都港区、社長：山谷 佳之） 

開業日 2012年5月22日（火）  

場所 東京都墨田区押上1-1-2 東京スカイツリータウン・ソラマチ5F・6F 

営業時間 

9：00 ～ 21：00 

※入場受付は閉館の1時間前まで 

※季節による変更あり 

休館日 なし（年中無休） ※施設点検等で臨時休業あり 

公式ホームページ http://www.sumida-aquarium.com 

料金 

（消費税込み） 

【個人のお客さま】 

 大人 高校生 中・小学生 
幼児 

（3歳以上）

一般料金 2,000円 1,500円 1,000円 600円 

※中学生、高校生の方は、チケット売り場で生徒手帳の提示が必要 

※障がい者手帳をご提示の方とご同伴の方（1名）は、一般料金の半額 

年間パスポート 4,000円 3,000円 2,000円 1,200円 

※中学生、高校生の方は、チケット売り場で生徒手帳の提示が必要 

※障がい者手帳をご提示の方は、年会費が半額。 

【団体のお客さま】 

一般団体（20名様以上） 1,800円 1,350円 900円 540円 

学校団体 

※引率の教員の方は無

料（一部上限あり） 

保護者・

高校生 

以上 

中学生 小学生 

園児 

（0歳から有

料） 

1,200円 720円 600円 360円 

※学校の行事としてのご入場に際しての適用 

アクセス 

・東武スカイツリーライン「とうきょうスカイツリー」駅すぐ 

・東武スカイツリーライン・東京メトロ半蔵門線・京成押上線・都営地下鉄

浅草線 「押上（スカイツリー前）」駅すぐ 

※当館には専用の駐車場はございません。公共交通機関をご利用ください。

館長 兼 支配人 田海 雅彦（たうみ まさひこ） 

備考 

・全館禁煙 

・給湯シンクを備えた授乳室（計2ヶ所）  

・おむつ替えコーナー（計8台） 

・盲導犬などの介助犬の同伴可能 


